
学校番号（ 20 ）

領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策

１　生徒が自学自習しやすい設問を心掛け、生
徒の学習に対する欲求を満足させる報告課題を
作成する。

B

　生徒が興味深く考えられるような問題を出題す
るなど、生徒の学習意欲を高める工夫をする。

２　報告課題の誤答に対し、正確な解答と具体
的な解説を示す。

B

　正答を導き出すための、段階を追った解説を記
入したり、さらに詳しい解説プリントを作成した
りすることにより、自学自習を助けるようにす
る。

３　生徒が意欲的に取り組めるよう、添削所見
に工夫を凝らす。

B

　定型的、断続的な所見にならないよう、生徒個
人の取組や学習の理解を継続的に認め、励ませる
ような所見を増やす。

１　ＩＣＴ機器の活用を積極的に行い、生徒に
分かりやすい授業を目指す。

B

　朝礼や授業などで使う機会を増やしたり、研修
を行ったりすることにより、更に教員の技術向上
させ、生徒に還元できるようにする。

２　面接指導におけるルールやマナーを徹底
し、生徒が安心して学べる学習環境を維持す
る。

A

　機会を見て、生徒に声掛けを行ったり、コミュ
ニケーションを図ったりすることにより、ふさわ
しい態度やマナーの定着を図る。

３　授業力向上のため、年間２科目以上の相互
授業参観（全日も含む）を行う。
 Ａ：４科目以上、Ｂ：３科目、Ｃ：２科目、
 Ｄ：1科目、Ｅ：参観せず

C

　研究授業以外にも機会を見つけ、教科の枠を超
えた授業参観の機会を増やす。

１　学習進度表を個別に作成し、面接指導への
出席時間数や報告課題の提出状況を月に１度生
徒に知らせる。

A

　面接指導への出席時間数や報告課題の提出状況
を常に確認し、生徒の状況を把握しておく。

２　年間の受講計画を個別で作成し、卒業まで
の学習計画を行う。

A

　相互点検を注意深く行う。また、担任の意見を
参考に、教務課がさらに詳しいマニュアルを作成
する。

１　パワーポイント等を共有することにより、
合理的な教材作りを目指す。

B

　ＩＣＴを効果的に活用することにより、各教科
や学年での教材作りをより充実させる。

２　校務支援システムを活用し、出席や成績管
理を効率的に行い、業務の時間短縮を図る。

B

　校務支援システムを使うことで、業務改善がで
きるよう、通信制のシステムに合った、学校独自
のマニュアルを作成する。

　所見で生徒の視野を広げたり、次のステッ
プを提示したりすることにより、生徒が意欲
的に取り組めるように工夫した。

重点目標
１　自主自律の精神に富んだ人間を育成する。
２　絆を深め、支えあう温かい心を育成する。

教育方針
教育基本法に示された教育精神にのっとり、心身共に健全な人
間の育成を期する。

評価項目 目標の達成状況

令和３年度　　自  己  評  価  表
愛媛県立松山東高等学校通信制課程

生徒の学びを充実させる
面接指導の実践

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。
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　取組が不十分な報告課題には、具体的な手
掛かりを書き添えたり、分かりやすいヒント
を示したりして、再提出時の足掛かりとし
た。

　教科書と学習書をよく読めば解ける問題
と、思考力・表現力を養う問題とのバランス
を考えて作成している教員が多かった。

生徒の学びを深める報告
課題の作成と添削指導の
実践

　全員の先生が、学習進度表をきちんと作成
することができた。面接指導への出席時間数
や報告課題の提出状況を生徒に知らせること
ができた。生徒の学びを支援する学

習進度表の作成や受講計
画指導の実践

適切な勤務時間を遵守す
るための業務分担の実践

　通信制の研究授業には全員が参加し、活発
な授業研究会を行った。また、全日制の研究
授業にも参加し、教科指導力向上に努めた先
生もいた。

　動画やスライドを活用することにより、効
果的な学習展開で分かりやすい授業を行っ
た。

　校務支援システムを効果的に活用し、調査
書作成等の時間短縮を行った。入力後すぐに
読み合わせをして点検することで、ミスを減
らした。

　授業初めに、面接指導におけるルールやマ
ナーについて確認し、落ち着いた環境で学習
できるようにした。

　担任全員がクラスの継続受講生徒の受講計
画を一緒に考え、確実に作成することができ
た。

　教科やホームルームで共有できるスライド
を増やし、プリントを連動させて、授業計画
や教材作成時間の短縮をすることができた。



領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策

１　生徒会活動は、学校の全生徒をもって組織
することを意識付け、役員が計画・運営しやす
いように支援する。

B

　定例会を継続し、更に生徒会活動が学校の全生
徒で組織されていることを意識させ、生徒会行事
を充実させる方法を検討していく。

２　特別活動の内容を充実させ運営を工夫し、
学校行事の参加者を増やし満足度を高める。

A

　学校行事やホームルーム活動の内容を生徒の実
態に合わせることで、参加者を増やし活気ある活
動になるよう努める。

３　サークル活動を積極的に奨励し加入率を高
めるとともに、大会等を目指し活動内容の充実
を図る。

B

　サークルの回数が年間６回と少ないが、サーク
ル活動について友垣通信や生徒会報「ふれあい」
等で周知し、加入率が上がるように努める。

１　職員全員によるチェック体制を強化し、よ
り分かりやすく工夫された内容の友垣通信を発
信する。

B

　全員で作成しているという意識を持ち、内容の
精選を行い、生徒が学校生活に関心を持てる内容
になるように努める。

２　友垣通信と掲示板・ホームページの内容を
関連付け、総合的で魅力的な情報提供に努め
る。

B

　生徒がさらにホームページを活用しやすいよう
に、生徒や保護者の意見を参考に、魅力的な情報
提供に努める。

１　通教生活を送るうえで、ふさわしい態度や
マナーを身に付けられるように関わる。（授業
中、学習室の利用、禁煙）

B

　生徒に対しての言葉掛けや注意等については、
すべての教職員が同じ対応をすることで、生徒か
ら不信感を抱かせないようにする。

２　立ち番や校内外の巡視によって安心・安全
な環境づくりに努める。

B

　生徒に挨拶したり声を掛けたりすることで、生
徒の様子を把握し、安心して学校生活が送れるよ
うに支援する。

３　進路に関するホームルーム活動の出席率を
全校生徒の30%以上にする。
Ａ:30%以上、Ｂ:25%～、Ｃ:20%～、Ｄ:15%～、Ｅ:15%未満

A

　毎回、学習段階(学年)にあわせた３つの講座を
開設しているが、生徒のニーズにあわせてさらに
内容の充実を図る。

４　心身ともに健康な体を自己管理し、健康へ
の意識高揚を図るために、入学生の健康診断受
診率を80%以上とする。
Ａ:80%以上、Ｂ:70%～、Ｃ:60%～、Ｄ:50%～、Ｅ:50%未満

A

　入学生の健康診断の必要性を説明し、健康への
意識高揚を図り、全員が受診するように呼びかけ
をしたい。

５　スクールライフアドバイザーを活用し、教
育相談の充実等を図り、相談しやすい環境作り
に務める。

B

　SLA相談については、掲示や配布物等で更に多
くの生徒が気軽に相談できるように工夫したい。

評価項目 目標の達成状況

　生徒指導について、全教職員で情報を共有
し、意識統一を図った。

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

　学校行事、生徒会活動やホームルーム活動
等、なるべく当日にホームページを更新する
ようにした。また、学校の掲示板で生徒会報
「ふれあい」や行事の案内を行った。

学校との絆を深める友垣
通信等の充実
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「来てよかった学校」
 づくりの実践

　スクールライフアドバイザー(SLA)相談が定着し、前
期よりも利用者が増え、複数回利用する生徒も出てき
た。保護者の利用や進路についての相談など、活用の幅
も広がった。面談週間での面談でSLA相談へつないだ
ケースもあり、相談の選択肢が増えたことで相談しやす
くなった。

 昨年度の特別活動は参加条件をつけたため自
由に参加できない生徒もいたが、今年度は参
加生徒が増えた。来年も参加したいという感
想が多かった。

　巡視の範囲を広げ、校内外での生徒の様子
を把握した。

生徒相互の絆を深めるた
めの、特別活動等の活性
化

　月に一度定例会を開くことで、生徒会行事
の計画や運営を事前に打ち合わせすることが
でき、生徒会役員としての自覚や責任感が生
まれた。

　教職員全員で２回ずつ確認し、内容の誤り
をなくすことができた。

　バドミントンサークルでは経験者ではあっ
たが、予選を勝ち抜き、全国大会に出場し優
勝した生徒もいた。加入率は約13％であっ
た。

　入学生(前期・後期)の健康診断受診率は、
88.6％であった。昨年度よりは、受診率が下
がったが、二次検査を必要とする(要検査が
あった)生徒には、適時呼びかけをし、再検査
をすることができた

　進路に関するホームルーム活動は、前期に
２回、後期に１回行っており、３回の参加人
数の合計は、全校生徒512名中222名、43％で
あった。


